
                               

      
事故の原因を究明し、今後の山行に役立てる事が重要でしょう。山岳部員が減少する中、遭難対

策、危機管理の徹底が要求される昨今ですが、同時に部員のバランスを維持する事も重要でしょう。

従って、部員の獲得は今年度の最大のミッションと心得たいと思います。その為にも山岳部のホー

ムページの充実を図り遭難予防対策等の明記も必要でしょう。魅力ある山岳部へのアピールを積極

的に行う事が重要かと思慮します。 

短信の編集については長い間中嶋ＯＢに頼って来ましたが何時までも中嶋ＯＢにお願いするの

は如何なものかと思い、若手が少し奮起して本件を担当すべきと判断しました。長い期間ご担当頂

いた中嶋ＯＢには敬意を表したいと思います。此れからは原田、若林理事を中心に微力ながら精一

杯対応させて頂きます。 

此れからも会員の活躍、活動を如何にリアルタイムにお届けするかが使命と考え、良いサービス

の向上を目指したいと考えています。スピード化を進める為には電子化を図る必要があるでしょう。

また内容も出来る限り幅広い会員の声を反映して行きたいと考えています。温故知新のコラムを作

り過去の考え、出来事等を若い会員へ伝播して行ければ幸いと思いますので会員各位のご協力をお

ねがいする次第です。                           会長 原田 洋 

                                              

平成 23 年度冬山合宿 北鎌尾根遭難事故 

この度、日本大学山岳部は平成 23年度冬山合宿中の北アルプス槍ケ岳北鎌尾根におきまして、
参加学生 1名が両足に凍傷を負い、他 2名を含め全員が主稜線から岐阜県警のヘリコプターによ
り救出されると言う遭難事故を起こしました。 
 ＯＢ・先輩皆様には 1月 17日付にて経過報告と言う形でご報告をさせて頂きましたが、ここに
改めてご心配・ご迷惑をおかけ致しましたことに深くお詫び申し上げます。 
尚、凍傷を負った関洸哉部員（文理：地理 4年）につきましては、報告の通りではございますが、

1月 12日に入院先の高山市の病院を退院し、その後の日大駿河台病院における通院治療も終了い
たしました。 

新年度にあたり 

昨年は未曾有の出来事があり桜門山

岳会員、山岳部員の御家族が被災され

ました。会員各位からは早速暖かいご

支援を戴き厚く御礼申し上げます。 

今年度は被災された方々にとっては

復興元年として一日も早く日常の生活

に戻れる事を祈念したいと思います。

新年早々、学生の冬季山行における北

鎌での事故について大変ご心配をお掛

けしましたが、関係各位のご尽力によ

り大事に至らず無事下山する事が出来

ました。
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2月当初は、患部であった足の指の先端に違和感が残っていたものの、3月にはその自覚症状も
なくなり、部室でのランニング練習も再開できるまでに回復致しました。 
また、関部員につきましては個人山行（日帰り）を 3月だけで 5回実施し、事故当時のプラブ
ーツの試し履き等を取り入れ、山での歩行において支障のないことも確認が取れました。 
事故後、3月上旬まで、学生を中心に経緯の整理、原因の究明、分析・対策の検証を重ねて参り
ました。その経過の中から再発防止に結びつくものを導き出し、併せて事故報告書を作成し関係機

関（大学・警察他）に提出をさせて頂きました。 
山岳部顧問の西山先生におかれましても、3月 19日に部室にお越し頂き事故についてのご報告
をさせて頂きました。 
 当年度の春山合宿につきましては、事故報告書をシッカリと学生たちが作り上げるまでは山に入

らないと言う考えの基に活動していましたので、実施いたしませんでした。 
その分、3月の中旬以降は山への感覚を取り戻すべく個人山行を多めに実施し、何とか年度の締
めくくりを迎えるに至りました。 
振り返りまして今冬、正月前後の気象は冬型が緩まず異常な低温が続き平成 24年豪雪と呼ばれ
ました。事故を通じ半端では通用しないテクニック、精神的なタフネスさや判断基準やそのタイミ

ングなど近年にない厳しい経験を致しました。 
これは現場の学生のみならず、監督・コーチ陣も同時にその真価を突きつけられたと言うことで

あり、事故の現実と向き合いながら不備な点については真摯に反省を致しました。そして何より、

現役学生から退部者もなく、次へのステップをより精力的にやって行こうとする姿勢に頼もしく勇

気づけられたことも確かです。 
今回の事故におきましては多くのＯＢ・先輩皆様からご指導ご助言を頂き本当に感謝を申し上げ

ます。ひき続きご指導・ご鞭撻を頂けますようお願い申し上げます。 
平成24年3月31日    監督 大谷直弘 

 

 

山岳部顧問 西山先生への遭難事故ご報告 

山岳部顧問の西山先生におかれましては、事故直後からご心配をお掛けし、関部員の入院先であ

る高山までお見舞いに赴くことを強く希望される程でありました。 

その後、卒論、入試と西山先生のご多忙に甘える形となり、事故のご報告が出来ずにおりました

が、3月 19 日に部室にお越し頂き事故のご報告をさせて頂きました。ここに至るまでご報告が遅

れてしまいましたことを改めてお詫び申し上げます。 

 飯田主将より事故の報告、平成 24 年度の山岳の取り組み、部員の募集計画など山岳部が抱える

問題・課題などもお伝えし、また来年度の年度計画や海外登山への参加計画も予定していることを

ご報告させて頂きました。 

今般部室にお越し頂いた折に、西山先生からは村松山のお守りを学生一人一人に頂き、安全登山

への心がけを今一度確認するよう併せてお気持ちを頂きました。その後、原田会長、高緑元監督、

若林ＯＧにもご同席を頂き部室におきまして、ピザとソフトドリンクで簡単ではございますが懇親

会を開催させて頂きました。           

 

 監督 大谷直弘 
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その後、スキー部・拳闘部に申し込むが門前払いされ、恐る恐る山岳部の門を叩いたのは入

学後 7 ヶ月も後のことであった。 

当時日大山岳部は石坂さんがチーフリーダーであった。たまたま近くにお住まいだった山岳部

のＯＢ神山先輩宅に山行備品をお借りに伺った時に、大学山岳部と社会人山岳会の違いを諭

されて目から鱗、山の世界を教えて頂いた。それからは、当然社会人山岳会は辞めて日大山岳

部の全企画山行に積極的に参加した。  

1951年1月の遠見尾根の凍傷のアクシデントまで、山行日数350日3年間お世話になった。

そのアクシデントとは、左足首の関節部に凍傷 2度のダメージで歩行困難となり、それから半年

靴が履けず下駄でびっこをしきながら登校した。山靴を履けない悲しさは今も忘れられない。当然、

山には行かれるはずもなく山は諦めざるを得なかった。 

しかし「人間万事塞翁が馬」とはこのこと、私の人生はそれからめまぐるしく変り始めた。その 4月、

凍傷が一向に治らないことに心配した母方の祖母が千葉大医学部の有名な外科中山教授の

診察を手配してくれた。「このままでは足が腐り切断の可能性あり」と診断され、そのころ適切な凍

傷治療はアツツ島の経験のあった旧横須賀海軍病院しかなく、権威のある旧軍医を紹介してく

れた。その治療の数ヶ月間は横須賀住人となり、これが基となって虜となり、やがて養子となり、

若旦那と成り上がった。  

白岳のアクシデントが無ければ確実に違った人生を歩いていたであろう。また日大山岳部に在

籍しなかったら今の私は存在していないと思うことがある。 

それにはこの様な経緯があった。それはアメリカ交換学生に選考されたことである。しかし私の

自尊心は戦時中の野蛮卑劣なアメリカ野郎を絶対許せなかった。復員したばかりの親父が私

の了解なく、こともあろうにアメリカ留学の約束を父の親友の文部省役人としてきた事だった。6 人

兄弟の次男坊の将来を考えての事か、種の分散を図ったものなのか見栄なのかアメリカ留学を

強制された。もし拒否したら家から追放されると内心思った。とにかく運動部に入って、親父から

逃げる事を考えた。なんとしてもアメリカで惨めな乞食留学をしたくなかったし、原爆を落としたアメリ

カを絶対許せなかった。 

 

さて、その年の春山は遠見尾根－鹿島槍は勿論参加できなかったが、秋には次の目標 北

鎌尾根の合宿には大町の横沢先輩のお宅に泊めて頂き、本隊より遅れて北鎌沢に入った。天

上沢より北鎌のコル、独標を越え槍の頂に到達できたがこれで私の山岳部での積極的な山行

は足の故障のため残念だが終らざるをえなかった。 

 

1947 年・昭和 22 年   10 月 山岳部入部 

               10 月より翌年の 5月まで山岳部の記録不明 

1948 年・昭和２３年    5 月  5/30-6/9  穂高横尾合宿 

                ７月  7/15-26  剣沢合宿 伊地知君の遭難 

１１月  10/23-24  天幕懇親会 

1949 年・昭和 24 年   １月  神城スキー合宿 

３月  3/27-4/18  春山遠見尾根 

５月  5/27-6/1 谷川岳合宿 

７月  7/10-8/1 夏山剣沢合宿－後立山 

10 月  10/1-4  日光天幕懇親会 

１１月  11/19-26 富士山合宿 



１２月  12/19-26  万座スキー合宿 

1950 年・昭和 25 年   １月   1/1-16  冬山遠見尾根  2 度の凍傷に罹る 

            以降 凍傷治療のため 7 月まで山行不能となる 

               ７月   7/31-8/10 北鎌尾根 

               8 月   8/26-29  谷川合宿 

               9 月   9/30-10/3 日光天幕懇親会 

1951 年・昭和 26 年   凍傷の治療のため冬山参加不能となった  

               9 月   9/29-10/1 日光天幕懇親会 

以上が山岳部の合宿参加記録である。個人山行は記していない。 

 

養家 横須賀では衣料店を営み戦後の復興景気に沸いていた。早速戦力に投入され 学

校より店番に精を出した。勿論危険とみなされた山行は禁止され、休日は釣り・旅行・ゴルフ・マ

ーヂヤンと商店街の馬鹿旦那に付き合わされた。 

とにかく旅行は山岳部の乞食旅行から大名旅行に変化し驚嘆の毎日となった。 

 

1952 年・昭和 27 年  経済学部 経営科を卒業し家業に専念した 

1955 年・昭和 30 年  結婚 披露宴には山岳部より山口摂郎さん丸山精一さんが来てくれた 

                                         (後編は次回短信に続く。) 

理事・評議委員会報告 

２０１１年１２月２７日（火）出席者：中嶋、原田、高澤、古野、大谷、若林、学生 

 ・山岳部活動報告（初冬合宿報告、唐松岳・五竜岳） 

 ・冬山合宿計画（北鎌尾根～槍が岳～中崎尾根） 

 ・ＪＡＣ学生部海外遠征計画（インド、ザンスカール山域の未登峰） 

・短信１５８号発行について 

 ・新年会、１月２４日（火）ラ・パランツァ 

 ・ＯＢスキー懇親会、２月１１日（土）～１２日（日）於白樺湖啄木鳥山荘 

 

２０１２年１月３１日（火）出席者：山本（晃）、高橋（正）、高緑、原田、高澤、大谷、古野、若林、学生３名 

 ・山岳部冬山事故報告（北鎌尾根） 

 ・新年会報告 

 ・ＯＢスキー懇親会の出席者予定者及び対応方法 

 ・ＪＡＣ学生部海外遠征計画、インドのザンスカール山域無名峰（Ｌ１０）６,１６５ｍ 

 ・今後の短信発行について 

 

２０１２年２月２８日（火）出席者：山本（晃）、中嶋、高緑、神埼、原田、古野、学生（関） 

 ・北鎌尾根事故報告書作成及び山渓取材について 

 ・短信の発行、電子化推進 

 ・２０１３年春の学生海外遠征について 

 ・会報発行について 

 ・ヘッドコーチの交代について 
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１）住所変更 新住所                         

平井伸明  

田村幸英  

木村克久  

本多直也  

須田貴志  

早見紀章  

設楽琢磨   

高木大地    

関洸哉   

 

新入部員 

池田祥子   短期大学部／ 生物資源学科２年                                 

 

田仲 航     文理学部／ 体育学科２年                                                   

 

須郷直也    生物資源科学部生物環境工学科２年 
 

金原守人  生物資源科学部国際地域開発学科１年 
       

賀来素直  経済学部経済学科１年 
 

２） H18 年度卒・早見紀章写真展「水彩紀行」～モンベルイベント巡回展スケジュール～ 

●グランベリーモール店(町田) ２０１２年 3月 24 日（土）～4月 8日（日） 下記、写真参照 

        ※スライド＆トークショー：4月 7日（土）14：00～15：30 入場料：無料 

●金沢店        4 月 28 日（土）～5月 13 日（日）  

※トークショー：5月 4 日（金）、5日（土）14:00～15:00 入場料：無料 

●大山店        6 月 9 日 （土）～7月 1日 （日） 

●京都駅前店      7 月 21 日（土）～8月 5日 （日）  

●岡山店        8 月 11 日（土）～8月 26 日（日）  

●諏訪店        9 月 1 日 （土）～9月 17 日（月）  

※トークショー：9月 1日（土）14:00～15:00 入場料：無料 

●名古屋店       9 月 29 日（土）～10 月 14 日（日）  

●青森店        10 月 27 日（土）～11 月 11 日（日）  

●渋谷店        11 月 24 日（土）～12 月 9 日 （日）  

※講演会：12 月 8 日（土）14：00～15：30 入場料：無料   

早見紀章ホームページ⇒ http://www.kishohayami.com/  
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